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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
発
展
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
雑
把
に
い
っ
て
、
結
局
同
制
度
に
対
す
る
租
税
特
典
の
変
遷
を
、
同
制
度
の
種
類
と
絡
み
合
せ
な
が
ら
、
辿
っ
た
よ
う
な
相
様
に
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
の
そ
の
租
税
特
典
は
制
度
の
種
類
と
互
い
に
因
と
な
り
果
と
な
り
な
が
ら
複
雑
化
し
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
同
上
拙
稿
は
現
行
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
の
研
究
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
は
こ
の
現
行
租
税
特
典
に
つ
い
て
の
、
一
九
五
二
年
法
第
三
七
九
条
（
以
上
本
号
）
、
ラ
ー
ド
・
タ
ッ
カ
ー
報
告
書
、
み
た
い
。
な
お
制
度
の
相
異
な
る
種
類
と
相
異
な
る
免
税
措
置
と
の
関
連
に
お
い
て
、
如
何
な
る
場
合
に
如
何
な
る
種
類
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
か
、
こ
れ
は
最
も
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
注
に
お
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
。
は
し
（
川
元
）
-―五
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
お
よ
び
第
二
三
条
、
P
u
r
c
h
a
s
e
d
A
n
n
u
i
t
y
と
順
を
お
い
述
べ
て
が
き
第
ニ
―
九
条
•
第
二
二
五
条
お
よ
び
第
二
二
六
条
、
第
三
八
六
条
ー
第
三
九
一
条
、
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
イ
ギ
リ
ス
の
私
的
退
職
年
金
制
度
の
発
展
じ
た
跡
を
辿
っ
た
だ
輪
廓
を
描
い
た
②
 
い
さ
さ
か
詳
細
な
分
析
解
明
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
概
説
、
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
JI I 
冗
英
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根
本
的
に
は
こ
の
状
態
は
、
の
重
い
ウ
ェ
ー
ト
が
当
局
の
側
に
お
か
れ
て
い
る
。
関
西
大
学
商
学
論
集
・
昭
和
三
七
年
四
月
号
・
六
月
号
本
稿
は
い
さ
さ
か
冗
長
に
す
ぎ
、
要
を
得
に
く
い
と
の
惑
あ
る
読
者
は
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
基
本
的
諸
事
項
に
つ
い
て
」
（
生
命
保
険
経
営
・
昭
和
三
八
年
一
月
号
）
に
お
け
る
一
項
、
「
制
度
の
種
類
」
の
御
一
読
を
願
い
た
い
。
こ
の
一
項
は
前
掲
拙
稿
（
注
1
)
の
現
行
部
分
を
主
と
し
て
参
考
と
し
、
そ
れ
に
若
干
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
と
等
し
く
、
私
的
退
職
年
金
制
度
（
基
金
）
税
上
の
取
扱
は
、
高
率
課
税
の
現
在
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
法
律
上
の
取
扱
が
す
こ
ぶ
る
複
雑
で
あ
る
。
12 
財
政
法
に
よ
り
内
国
歳
入
当
局
は
若
干
の
退
職
年
金
制
度
の
課
税
特
権
を
規
制
す
る
力
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
そ
れ
は
、
多
数
の
人
の
理
解
し
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
程
度
に
ま
で
、
相
互
の
良
識
と
善
意
と
に
依
存
し
て
い
た
。
現
在
は
法
律
上
じ
て
い
る
。
同
条
に
よ
れ
ば
如
何
な
る
退
職
年
金
取
定
め
に
対
す
る
賑
主
掛
金
も
、
③
 
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
八
六
条
(
-
九
四
七
年
財
政
法
の
第
一
九
条
に
て
初
め
て
制
定
）
か
ら
生14 
ま
た
観
念
的
掛
金
(notional
contribution) 
も
、
も
し
も
そ
の
取
定
め
が
第
三
七
九
条
ま
た
は
第
三
八
八
条
下
に
認
可
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
第
三
八
七
条
ま
た
固
は
第
三
九
一
条
の
下
に
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
受
取
人
に
お
い
て
の
所
得
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
相
異
な
る
制
度
の
間
に
お
け
る
法
律
適
用
の
効
果
は
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
に
対
し
て
許
さ
れ
て
い
る
免
税
と
、
第
三
八
八
条
下
認
可
の
制
度
ま
た
は
、
第
三
八
七
条
下
で
除
外
さ
れ
て
い
る
制
度
に
対
し
て
許
さ
れ
て
い
る
免
税
と
は
全
然
違
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
お
よ
び
第
二
三
条
は
、
注
田図
概
観(1)
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
へ
の
掛
金
と
そ
の
投
資
収
益
の
所
得
税
課
二
六
一
九
五
一
九
四
七
年
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小
史
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
二
年
所
得
税
法
の
前
述
の
諸
条
が
適
用
さ
れ
な
い
契
約
お
よ
び
制
度
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
々
の
、
⑮
従
業
員
の
尋
常
年
掛
金
＠
尋
常
年
掛
以
外
の
雇
主
掛
金
二
七
一
九
五
六
年
財
政
法
の
第
二
二
条
お
よ
び
第
二
三
条
の
成
立
は
、
従
来
の
退
職
年
金
支
給
に
関
す
る
法
律
に
お
け
る
型
に
、
あ
る
基
本
的
変
更
を
導
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
所
得
の
う
ち
か
ら
個
人
的
準
備
を
行
な
い
得
る
人
は
、
あ
る
条
件
を
備
え
る
と
き
、
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
に
お
け
る
従
業
員
が
利
用
し
得
る
免
税
と
、
同
じ
よ
う
な
免
税
特
典
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
生
保
会
社
に
よ
る
か
、
認
可
「
信
託
制
度
」
(trust
s
c
h
e
m
e
)
に
よ
る
個
人
的
準
備
で
な
け
れ
ば
な
ら
囮
な
い
。
こ
の
よ
う
な
信
託
制
度
は
英
国
に
お
い
て
、
あ
る
職
業
(occupation)
の
人
々
ま
た
は
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
職
業
に
従
事
す
る
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
人
々
の
団
体
に
よ
っ
て
の
み
、
作
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
の
効
果
は
第
二
三
条
お
よ
び
第
ニ
四
条
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
m
 
従
業
員
制
度
を
課
税
上
考
察
す
る
に
際
し
て
は
、
こ
れ
を
行
な
う
の
に
必
要
と
す
る
い
く
つ
か
の
諸
要
素
が
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
、
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
⑱
雇
主
の
尋
常
年
掛
金
(ordinary
a
n
n
u
a
l
 contribution) 
＠
基
金
の
投
資
収
益
⑪
尋
常
年
掛
金
以
外
の
従
業
員
掛
金
年
金
が
課
税
さ
れ
る
基
準
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
諸
要
素
の
ど
の
一
っ
を
と
っ
て
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
若
干
歴
史
的
に
み
れ
ば
こ
れ
等
の
事
柄
は
広
範
な
背
後
の
諸
事
情
と
相
関
連
し
て
、
も
っ
と
も
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
一
四
年
i
一
八
年
の
大
戦
前
の
今
世
紀
初
期
に
お
い
て
は
、
退
職
年
金
制
度
の
諸
税
に
関
す
る
法
律
は
何
等
存
在
し
な
か
っ
た
。
あ
る
事
柄
を
目
的
と
し
て
そ
れ
に
掛
金
の
払
込
ま
れ
る
信
託
は
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
所
得
税
法
の
下
に
お
け
る
こ
れ
等
掛
金
の
地
位
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
所
得
税
課
税
を
支
配
す
る
一
般
的
原
則
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
「
雇
主
の
掛
S
支
給
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り
も
は
る
か
に
高
い
税
率
の
所
得
税
に
よ
り
、
こ
れ
ら
基
金
は
烈
し
い
影
響
を
う
け
た
。
こ
の
よ
う
な
高
率
の
所
得
税
率
に
直
面
し
て
、
自
家
基
金
に
つ
い
て
の
明
文
の
法
律
は
、
し
た
。
金
は
合
理
的
な
経
費
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
は
元
本
的
性
格
(capital
n
a
t
u
r
e
)
 
退
職
年
金
の
従
業
員
掛
金
に
関
し
て
何
等
免
税
の
問
題
が
起
ら
ず
、
の
払
込
金
で
、
従
っ
て
課
税
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
が
基
準
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
決
定
は
事
実
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
所
得
税
率
は
す
こ
ぶ
る
低
か
っ
18 
た
の
で
、
今
日
の
よ
う
な
重
要
性
を
持
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
か
ら
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
当
時
は
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
で
、
ま
た
資
産
の
投
資
収
益
は
普
通
の
方
法
で
課
税
を
う
け
た
。
側
こ
の
時
代
に
生
命
保
険
お
よ
び
同
様
契
約
に
お
け
る
保
険
料
に
関
し
て
の
免
税
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
て
い
た
。
あ
る
事
情
下
で
皿
は
完
全
な
免
税
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
一
九
一
四
年
i
一
八
年
の
戦
争
の
間
に
所
得
税
率
は
、
現
在
で
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
み
え
皿
る
か
も
し
れ
な
い
と
は
い
え
、
当
時
と
し
て
は
確
か
に
高
い
と
思
わ
れ
る
水
準
に
ま
で
増
加
し
た
。
そ
し
て
そ
の
免
税
が
国
庫
に
い
よ
い
よ
高
価
な
も
の
に
な
っ
た
。
ま
た
生
命
保
険
契
約
は
所
得
税
の
免
除
を
受
け
る
た
め
だ
け
で
結
ば
れ
る
傾
向
も
で
き
た
。
そ
の
結
果
与
え
ら
れ
る
べ
き
免
税
率
お
よ
び
請
求
し
得
る
金
額
に
関
し
て
制
限
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
の
所
得
税
法
は
そ
れ
ま
で
の
法
律
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
法
の
第
三
二
条
に
は
生
命
保
険
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
そ
の
後
同
法
は
一
九
二
0
年
財
政
法
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
。
現
行
規
定
は
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
ニ
―
九
条
お
よ
び
第
二
二
六
条
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
規
定
に
よ
り
免
税
を
受
け
う
る
生
命
保
険
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
退
職
年
金
制
度
は
、
こ
れ
を
構
成
す
る
各
個
人
契
約
が
免
税
を
う
け
う
る
程
度
に
ま
で
、
免
税
を
受
け
う
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
年
財
政
法
に
行
な
わ
れ
た
修
正
に
よ
り
、
同
法
の
適
用
は
寡
婦
・
孤
児
制
度
に
拡
大
さ
れ
た
。
同
規
定
の
詳
細
は
一
＿
一
に
述
べ
る
こ
と
に
一
九
二
0
年
に
お
い
て
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
戦
争
直
後
の
年
々
に
は
戦
前
よ
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
ニ
八
一
九
二
〇
219 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
そ
の
他
の
要
点
を
一
覧
表
を
も
っ
て
要
約
し
て
示
し
た
い
。
る
も
の
が
創
定
さ
れ
た
）
の
成
立
以
来
、
(i) 投
資
資
産
上
に
得
ら
れ
る
正
味
利
回
り
は
激
減
を
み
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
雇
主
の
基
金
創
設
と
そ
の
維
持
が
奨
励
さ
れ
る
た
め
に
は
、
犀
主
掛
金
の
免
税
措
置
を
う
け
る
こ
と
は
益
々
童
要
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
一
九
ニ
―
年
財
政
法
第
三
二
条
で
あ
っ
た
。
二
九
一
九
五
一
九
四
七
年
法
（
同
法
に
て
一
九
五
二
年
法
第
三
八
六
条
に
当
一
九
ニ
―
年
以
来
の
従
来
員
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
従
業
員
基
金
の
大
部
分
の
も
の
は
現
在
第
三
七
九
条
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
規
定
の
下
に
、
内
国
歳
入
当
局
に
よ
り
認
可
さ
れ
う
る
よ
う
な
形
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
基
金
は
同
条
に
明
記
さ
れ
た
規
定
の
結
果
と
し
て
あ
る
租
税
特
典
を
享
受
し
得
る
の
で
あ
っ
た
。
‘,ノ・1・1（
 
し
そ
れ
等
の
も
の
の
受
け
る
租
税
特
典
は
は
る
か
に
僅
少
で
あ
っ
た
。
保
険
会
社
引
受
の
制
度
の
大
多
数
に
は
、
現
在
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
ニ
―
九
条
と
な
っ
て
い
る
規
定
が
適
用
さ
れ
た
。
し
か
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
八
八
条
下
の
条
件
を
そ
な
え
る
制
度
は
、
も
し
も
第
三
八
六
条
の
厄
介
な
条
件
を
避
け
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
第
三
八
八
条
下
制
度
の
認
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
六
年
財
政
法
で
は
生
保
会
社
に
お
け
る
も
の
も
、
第
三
七
九
条
に
関
係
あ
る
基
金
の
部
分
は
投
資
収
益
に
つ
い
て
所
得
税
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
同
法
の
成
立
以
来
、
第
三
八
八
条
下
認
可
の
多
数
制
度
は
中
止
さ
れ
、
3
1
 
“
U
nぃ
可
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
第
三
七
九
条
•
第
三
八
八
条
両
条
下
制
度
の
租
税
特
典
そ
の
他
の
要
約
そ
れ
に
代
っ
て
第
三
七
九
条
下
認
上
述
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
生
じ
た
第
三
七
九
条
お
よ
び
第
三
八
八
条
下
認
可
の
制
度
（
後
者
の
制
度
に
は
第
ニ
―
九
条
が
関
係
が
深
い
）
は
、
大
雑
把
に
い
っ
て
英
国
に
お
け
る
退
職
年
金
制
度
の
二
大
潮
流
を
な
す
も
の
と
い
え
る
。
次
に
両
条
下
制
度
の
租
税
特
典
220 
第 1表第379条•第388条下制度の租税特典その他
第379条 第388条 イ
ギ
リ
雇主尋常年掛金
従業 員 II II 
雇主非尋常年掛金
従業員 II II 
積立金 の課税取扱
従業員掛金の免税手続
完全税率にて免税
” ” 
ある期間にわたる延払いの
とき完全税率にて免税
免税なし 保険型の場合生命保険料
として免税
基金に関する投資収益は無税 投資収益は課税
課税上勤労所得から直ぐに
控除を許される
年金の課税手続 租税は受託者が源泉課税に
より年金支給前に差引く
退職に際する給付 退職に際しての無税の一時
金は不可。醸出制のときに
は最高年金額年3,000榜
勤 務中の死亡給付 限られた金額の無税の死亡
給付可。（注14)もしこの形
態でないときには寡婦その
他被扶養者への年金形態を
とること
従 業員の脱退給付 返還金（既払従業員掛金）
に標準税率の％を課税
制度の種類（注15) 自家年金・退職養老保険制
度（注16)若干の据置年金制
度
法律上の手続 信託証書および規程
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
料険保
税
命
免
生
て
合
に
場
税
率
の
免
税
型
て
全
険
し
完
保
と
免税なし＊
勤労所得控除を行なった
後生命保険料としての特
定率で控除
租税は標準率にて差引か い
て
れる。もし過払いのある
ときは返還請求をしうる 日
総退職給付の¾は無税の ＾ 
;：閥、年金額に最高 世
退職時の予定年金額と等
価値の金額を全額まで一
時金で支給可
返還金に課税しない
特約付養老保険制度・無
積立制度・若干の据置年
金制度
信託証書は必要としない
規程は必要
゜＊第 388条下制度への雇主非尋常年掛金は免税されないが， 尋常年掛金として認め
られることのできるような形にすれば，免税となる。 すなわち10カ年よりも短か
い期間の平準年払の形とすればよい。
Hosking : Pep.sion Schmes and Retirment Benefits, pp. 154~5 
Pilch and Wood : Pension Schemes, pp. 116~7 
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特
に
記
し
て
い
な
い
と
き
に
は
次
の
文
献
に
よ
る
。
1
9
6
0
 
p
p
.
 1
5
1
~
5
 
「
内
国
歳
入
当
局
」
ま
た
は
「
当
局
」
の
訳
語
は
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
s
of 
I
n
l
a
n
d
 
R
e
v
e
n
u
e
 
;
 Inland 
R
e
v
e
n
u
e
ま
た
は
Inland
R
e
v
e
n
u
e
 Authorities 
U
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
二
年
、
所
得
税
に
関
す
る
諸
法
令
（
Statutes)
t!
―
つ
の
結
合
し
た
法
律
、
す
な
わ
ち
一
九
五
二
年
所
得
税
法
(
I
n
c
o
m
e
T
a
x
 
Act, 1
9
5
2
)
と
な
っ
た
。
(J.I.A.
S
t
u
d
e
n
t
s
`
S
o
c
i
e
t
y
 Vol. 1
4
 p.388) 
④
観
念
的
掛
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
四
5
お
よ
び
15
を
参
照
さ
れ
た
い
。
固
四
6
に
お
い
て
除
外
さ
れ
る
制
度
を
列
記
し
て
い
る
が
、
第
三
七
九
条
お
よ
び
第
一
1
一
八
八
条
下
認
可
制
度
は
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る。「
英
国
」
の
訳
語
は
U
n
i
t
e
d
K
i
n
g
d
o
m
 
(
正
確
に
は
U
n
i
t
e
d
K
i
n
g
d
o
m
 of 
G
r
e
a
t
 Britain a
n
d
 N
o
r
t
h
e
r
n
 Ireland)
に
対
す
る
も
の
で
、
英
和
辞
典
に
は
「
連
合
王
国
」
と
あ
る
が
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
。
(6) (3) (2) 
注
山
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
へ
の
年
金
額
か
ら
税
額
を
差
引
き
支
払
う
。
闘
支
給
年
金
へ
の
課
税
（
川
元
）
最
後
に
付
言
し
た
い
の
は
支
給
年
金
が
課
税
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
七
九
条
下
認
可
の
年
金
基
金
か
ら
払
わ
れ
た
年
金
は
、
S
c
h
e
d
u
l
e
 E
の
下
に
課
税
さ
れ
、
従
っ
て
源
泉
課
税
(
P
.
A
•
Y
•
E
.
)
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
第
三
七
九
条
下
の
団
体
年
金
ま
た
は
据
置
年
金
制
度
そ
の
他
の
認
可
退
職
年
金
制
度
は
、
同
様
に
取
扱
わ
れ
る
。
制
度
の
受
託
者
は
源
泉
課
税
の
手
続
に
従
い
年
金
受
取
人
一
方
生
命
保
険
会
社
は
税
金
を
引
か
ず
に
受
託
者
に
支
払
う
。
生
命
保
険
会
社
も
と
き
ど
き
源
泉
課
税
の
手
続
に
従
い
、
年
金
受
取
人
に
直
接
に
年
金
額
か
ら
税
金
を
差
引
き
支
払
う
。
し
か
し
そ
れ
は
た
だ
受
託
者
と
の
取
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て
も
生
命
保
険
会
社
は
単
に
受
託
者
の
代
理
人
と
し
て
行
為
す
る
。
第
三
八
八
条
下
認
可
制
度
に
お
い
て
は
所
得
税
は
標
準
率
に
て
差
引
か
れ
、
も
し
過
払
い
の
あ
る
と
き
に
は
返
還
請
求
を
な
し
得
る
。
も
っ
と
も
総
所
得
が
あ
る
数
字
を
超
え
な
い
場
合
に
は
、
特
別
の
取
定
め
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
G
o
r
d
o
n
 
A•Hosking"Pension 
S
c
h
e
m
e
s
 a
n
d
 R
e
t
i
r
e
m
e
n
t
 Benefits, 
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03) U2l Ul) UO) (9) (8) (7) 
「
従
業
員
制
度
」
ま
た
は
「
従
業
員
基
金
」
(
e
m
p
l
o
y
e
e
s
c
h
e
m
e
 ;
 e
m
p
l
o
y
e
e
s
'
f
u
n
d
制
度
と
基
金
の
用
語
に
つ
い
て
は
注
1
3
参
照
）
の
語
は
「
退
職
年
金
制
度
」
(
p
e
n
s
i
o
n
s
c
h
e
m
e
)
の
代
り
に
、
ホ
ス
キ
ン
グ
の
著
書
の
租
税
篇
で
、
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
e
m
p
l
o
y
e
e
 p
e
n
s
i
o
n
 
s
c
h
e
m
e
の
略
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
e
m
d
o
w
m
e
i
;
i
t
assur'ance 
s
c
h
e
m
e
 
や
P
r
o
v
i
d
e
n
t
F
u
n
d
そ
の
他
を
も
含
め
、
広
く
雇
主
醸
出
の
退
職
年
金
制
度
（
六
参
照
）
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
筆
者
）
英
国
の
往
時
の
個
人
所
得
税
に
つ
い
て
み
る
に
、
税
率
は
十
九
世
紀
後
半
の
一
般
的
水
準
を
と
れ
ば
、
課
税
所
得
一
榜
に
つ
き
六
l
八
片
（
南
阿
戦
争
時
一
志
）
、
第
一
次
大
戦
時
最
高
六
志
、
同
大
戦
十
年
後
に
は
四
志
と
な
る
。
一
九
四
0
年
財
政
法
に
よ
り
標
準
税
率
は
一
榜
に
つ
き
以
前
の
七
志
か
ら
八
志
六
片
と
な
り
、
そ
の
傾
向
は
戦
後
十
七
年
経
て
も
依
然
続
い
て
い
る
。
現
行
で
は
標
準
税
率
は
一
榜
に
つ
き
七
志
九
片
で
あ
る
。
会
社
の
所
得
に
対
し
て
は
現
在
、
標
準
税
率
が
全
所
得
に
課
せ
ら
れ
る
。
そ
の
上
利
得
税
―
ニ
・
五
彩
が
課
せ
ら
れ
る
。
•
（
詳
細
は
拙
稿
「
前
掲
」
日
関
西
大
学
商
学
論
集
二
四
頁
・
―
―
10頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）
生
命
保
険
文
化
研
究
所
訳
「
英
国
退
職
保
障
制
度
の
課
税
上
の
諸
問
題
」
（
ミ
ラ
ー
ド
・
ク
ッ
カ
ー
報
告
書
）
I
-
0頁
l
一
六
頁
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
行
の
も
の
は
三
に
詳
述
す
る
。
「
完
全
な
免
税
」
と
は
後
述
す
る
よ
う
な
標
準
税
率
の
1
-
4
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
の
免
税
と
か
、
保
険
料
の
あ
る
割
合
が
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
場
合
の
免
税
と
か
に
対
す
る
、
完
全
な
免
税
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
（
筆
者
）
前
注
8
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
九
五
六
年
財
政
法
成
立
ま
で
は
保
険
会
社
引
受
け
の
、
第
三
八
八
条
下
認
可
の
制
度
も
第
三
七
九
条
下
認
可
の
制
度
も
、
同
一
給
付
の
付
与
に
必
要
な
保
険
料
率
の
間
に
は
何
等
の
差
異
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
保
険
料
の
蓄
積
さ
れ
た
基
金
に
お
い
て
、
そ
の
投
資
収
益
は
課
税
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
第
三
七
九
条
下
認
可
の
自
家
退
職
年
金
基
金
(
p
r
i
v
a
t
e
f
u
n
d
 
;
 
trust fund; 
privately 
a
d
m
i
n
i
s
t
e
r
e
d
 s
u
p
e
r
a
n
n
u
a
t
i
o
n
 ~und; 
privately invested p
e
n
s
i
o
n
 fund) 
:!;!埒
9
貧
曲
t
沃
皿
に
誨
芸
況
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
若
干
有
利
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
態
は
一
九
五
六
年
財
政
法
に
よ
り
変
貌
し
た
。
保
険
会
社
引
受
け
の
第
三
七
九
条
下
認
可
制
度
も
そ
の
投
資
収
益
は
免
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(
P
i
l
c
h
a
n
d
 W
o
o
d
:
 P
e
n
s
i
o
n
 Sc"hemes, 1
9
6
0
 
p.115) 
ピ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
前
掲
書
で
は
本
来
の
自
家
基
金
に
は
p
r
i
v
a
t
e
f
g
d
の
名
称
を
付
し
て
い
る
が
、
再
保
険
に
よ
り
契
約
さ
れ
た
保
険
会
社
の
第
三
七
九
条
に
よ
る
制
度
に
は
'
i
n
s
u
r
e
d
f
g
d
 (
保
険
型
基
金
）
の
名
称
を
付
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
潔
僻
派
は
第
三
八
八
条
下
の
認
可
制
度
に
対
し
て
s
c
h
e
m
e
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
第
三
七
九
条
下
第
三
八
八
条
下
の
如
何
を
問
わ
ず
（
無
認
可
の
も
の
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
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U6l U5) (14) 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
も）、
s
c
h
e
m
e
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
(Ibid.,
p.116) 
「
被
用
者
が
そ
の
退
職
に
際
し
て
受
け
と
る
一
時
金
ま
た
は
そ
の
死
亡
の
際
に
そ
の
相
続
人
が
受
け
と
る
一
時
金
は
、
…
…
、
例
外
的
な
場
合
に
の
み
課
税
さ
れ
る
。
退
職
基
金
の
条
項
に
も
と
づ
き
、
そ
の
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
と
し
て
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
か
か
る
給
付
を
保
障
す
る
た
め
の
そ
の
他
い
か
な
る
制
度
も
し
く
は
取
極
に
も
と
ず
く
に
も
せ
よ
、
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
被
用
者
又
は
そ
の
相
続
人
に
支
払
わ
れ
る
一
時
金
は
、
そ
の
金
額
が
い
か
に
大
き
く
と
も
、
通
常
被
用
者
の
所
得
と
し
て
は
課
税
さ
れ
な
い
。
」
（
生
命
保
険
文
化
研
究
所
訳
「
前
掲
書
」
I
六
九
頁
）
こ
こ
に
掲
げ
た
制
度
の
種
類
は
不
完
全
で
あ
る
。
種
類
に
つ
い
て
は
こ
の
表
に
も
拙
稿
（
「
前
掲
」
生
命
保
険
経
営
）
に
も
触
れ
て
い
な
い
も
の
に
「
複
合
制
度
」
(
c
o
m
p
o
s
i
t
e
s
c
h
e
m
e
)
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
に
少
し
く
説
明
を
加
え
よ
う
。
一
九
五
六
年
財
政
法
の
一
っ
の
結
果
は
、
不
可
避
的
に
あ
る
合
の
子
的
取
定
め
の
成
生
を
奨
励
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
取
定
め
は
で
き
る
だ
け
緊
密
に
第
三
七
九
条
下
制
度
と
第
一
1
一
八
八
条
下
制
度
の
利
点
を
結
合
し
、
こ
れ
と
と
も
に
欠
点
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
あ
る
従
業
員
の
加
入
す
る
全
退
職
年
金
制
度
の
給
付
の
3
-
4
を
第
三
七
九
条
下
制
度
の
下
に
、
残
り
の
1
-
4
は
第
三
八
八
条
下
制
度
の
下
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
通
常
、
退
職
に
際
し
て
加
入
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
最
高
金
額
の
一
時
金
給
付
が
無
税
で
与
え
ら
れ
る
。
保
険
型
制
度
の
湯
合
に
は
こ
れ
は
管
理
上
幾
分
不
恰
好
に
な
る
欠
点
を
持
っ
て
い
る
が
、
租
税
上
利
益
の
あ
る
こ
と
は
拒
み
得
な
い
。
そ
し
て
従
業
員
数
が
第
三
七
九
条
下
認
可
制
度
の
設
定
に
伴
な
う
経
費
と
面
倒
を
償
っ
て
あ
ま
り
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
形
態
の
制
度
が
普
通
應
め
ら
れ
る
。
ま
た
全
体
と
し
て
み
る
と
き
、
大
部
分
の
払
込
ま
れ
た
保
険
料
に
関
し
て
積
立
金
の
投
資
収
益
が
無
税
と
な
る
利
益
が
得
ら
れ
る
。
従
業
員
の
醸
出
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
掛
金
は
も
ち
ろ
ん
租
税
か
ら
の
最
高
の
免
税
を
得
る
た
め
第
一
二
七
九
条
下
認
可
の
基
金
に
、
そ
の
資
産
が
つ
な
が
る
よ
う
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid., 
p.117) 
な
お
制
度
の
種
々
な
る
種
類
の
概
要
を
知
ら
れ
た
い
方
は
、
前
掲
拙
稿
（
は
し
が
き
注
2
)
の
一
項
「
制
度
の
種
類
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
退
職
養
老
保
険
制
度
」
(retirei:μent
e
n
d
o
w
m
e
n
t
啓
h
e
m
e
)
:l;:
最
近
の
開
発
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
大
多
数
の
点
に
お
い
て
特
約
付
養
老
保
険
に
似
て
い
る
が
、
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
七
九
条
下
の
認
可
を
得
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
死
亡
ま
た
は
退
職
に
際
し
て
の
一
時
金
給
付
は
、
分
離
し
た
契
約
の
方
法
を
も
っ
て
の
ほ
か
は
普
通
、
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
"
i
b
i
d
.
、
p.116
p.215)
思
う
に
こ
の
制
度
は
養
老
保
険
を
使
用
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
退
職
給
付
に
は
満
期
金
に
て
得
ら
れ
る
年
金
給
付
の
み
と
し
、
ま
た
死
亡
給
付
も
年
金
形
態
に
お
い
て
の
み
与
え
る
（
寡
婦
孤
児
基
金
利
用
の
も
の
。
四
六
224 
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
頁
参
照
）
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
筆
者
）
H
o
s
k
i
n
g
"
i
b
i
d
.
,
 p
p
.
 2
2
0
~
1
 Pilch 
a
n
d
 W
o
o
d
:
 
ibid., 
p. 
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（
一
九
ニ
―
年
財
政
法
第
三
二
条
の
修
正
条
文
）
第
三
七
九
条
の
規
定
は
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
従
業
員
基
金
に
払
わ
れ
る
雇
主
掛
金
・
従
業
員
掛
金
お
よ
び
基
金
の
運
用
資
産
へ
の
投
資
収
益
の
す
べ
て
が
、
少
数
の
例
外
は
別
と
し
て
、
免
税
と
な
る
。
も
っ
と
も
加
入
者
の
生
存
中
基
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
四
条
に
よ
り
、
第
三
七
九
条
下
制
度
の
再
保
険
部
分
に
関
す
る
生
保
会
社
の
投
こ
の
条
文
の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
1
基
本
的
規
定
た
だ
内
国
歳
入
当
局
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
る
こ
ど
の
で
き
た
基
金
の
み
で
あ
る
。
第
三
七
九
条
第
③
項
に
よ
れ
ば
、
当
局
は
も
し
も
次
の
事
柄
が
満
足
に
示
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
如
何
な
る
基
金
を
も
認
可
し
な
⑥
基
金
は
英
国
内
の
居
住
者
に
よ
り
同
国
内
に
て
運
営
さ
れ
る
商
工
業
(
t
r
a
d
e
)
消
し
得
ざ
る
信
託
(
i
r
r
e
v
o
c
a
b
l
e
t
r
u
s
t
)
下
の
善
意
の
基
金
で
あ
る
こ
と
⑮
基
金
は
特
定
の
出
来
事
の
あ
っ
た
際
、
す
な
わ
ち
商
工
業
ま
た
は
事
業
の
従
業
員
の
特
定
年
齢
に
お
け
る
退
職
、
年
齢
に
お
け
る
撥
疾
に
際
し
そ
の
従
業
員
に
年
金
を
支
給
し
、
あ
る
い
は
従
業
員
の
死
亡
に
際
し
、
そ
の
寡
婦
・
子
女
ま
た
は
被
扶
資
収
益
に
つ
い
て
も
免
税
と
な
っ
た
。
は
す
べ
て
、
課
税
さ
れ
る
。
1 
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
七
九
条
U71 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
ま
た
は
よ
り
若
い
ま
た
は
事
業
(
u
n
d
e
r
t
a
k
i
n
g
)
一四
が
設
定
し
た
取
225 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
が
当
局
に
生
ず
る
。
養
者
に
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
、
唯
一
の
目
的
と
す
る
こ
と
⑭
基
金
は
商
工
業
ま
た
は
事
業
の
展
主
お
よ
び
従
業
員
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
条
件
に
従
が
う
も
の
と
し
て
基
金
を
、
一五
第
三
七
九
条
第
③
項
に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
局
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
諸
ま
た
は
そ
の
基
金
の
一
部
を
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
①
あ
る
偶
発
的
事
件
に
対
す
る
基
金
へ
の
払
込
掛
金
の
、
返
還
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
は
⑮
甚
金
の
主
目
的
が
上
記
の
よ
う
な
年
金
を
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
支
給
が
唯
一
の
目
的
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
は
沿
基
金
が
設
立
さ
れ
て
い
る
商
工
業
ま
た
は
事
業
が
、
た
だ
一
部
分
英
国
に
お
い
て
営
業
し
、
ま
た
は
英
国
に
住
所
を
持
た
ぬ
者
に
よ
っ
て
営
業
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
補
助
的
規
定
は
内
国
歳
入
当
局
に
広
い
自
由
裁
量
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
第
③
項
⑱
⑮
c
お
よ
び
⑪
の
下
に
不
認
可
と
な
る
べ
き
基
金
を
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
し
．
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
自
由
裁
量
の
力
に
よ
り
、
あ
る
基
金
の
認
可
に
条
件
を
つ
け
る
権
限
従
業
員
脱
退
に
際
す
る
既
払
従
業
員
掛
金
の
従
業
員
へ
の
返
還
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
制
度
に
お
い
て
年
金
の
支
給
は
唯
一
の
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
基
金
は
直
ち
に
補
助
的
規
定
①
⑮
⑮
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
当
局
の
自
由
裁
量
の
権
限
下
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
c
商
工
業
ま
た
は
事
業
に
お
け
る
雇
主
は
基
金
に
醸
出
す
る
こ
と
226 
な
い
従
業
員
は
、
掲
示
す
る
の
が
、
し
な
い
。
一
九
五
六
年
法
を
利
用
す
る
こ
と
は
第
③
項
⑱
の
取
消
し
得
ざ
る
信
託
と
い
う
の
は
普
通
、
そ
れ
は
公
式
の
信
託
行
為
を
な
す
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
年
金
を
謳
っ
て
い
る
規
定
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
支
給
の
年
金
は
、
そ
の
受
取
人
が
そ
れ
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
る
べ
き
所
得
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
第
三
七
九
条
の
基
底
に
横
た
わ
る
原
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
基
金
が
取
り
消
し
得
ざ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
は
、
基
金
へ
の
掛
金
が
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
第
③
項
ゆ
の
雇
主
・
従
業
員
双
方
が
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
雇
主
は
醸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
普
通
の
場
合
い
つ
も
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
認
識
を
伴
な
う
も
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
従
業
員
の
醸
出
す
る
基
金
に
も
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
基
金
が
無
醸
出
で
あ
る
場
合
に
も
、
加
入
資
格
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
従
業
員
が
充
分
に
基
金
の
条
件
お
よ
び
そ
れ
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
に
つ
い
て
確
か
に
知
ら
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
当
局
の
基
金
認
可
は
あ
る
特
定
日
か
ら
の
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
普
通
、
基
金
は
そ
の
日
前
に
従
業
員
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
、
、
、
と
が
要
求
さ
れ
る
。
制
度
の
主
要
規
定
を
述
ぺ
た
小
冊
子
ま
た
は
ち
ら
し
を
作
成
し
て
、
従
業
員
全
部
に
配
布
し
、
ま
た
は
掲
示
板
に
一
般
的
に
よ
し
と
さ
れ
て
い
る
。
法
規
の
写
し
も
加
入
者
に
利
用
し
得
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
（
改
正
）
の
財
政
法
お
よ
び
一
九
五
九
年
（
改
正
）
の
国
民
保
険
法
に
つ
い
て
、
無
醸
出
制
に
お
け
る
従
業
員
が
自
己
の
加
入
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
従
業
員
に
公
式
の
文
書
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
加
入
し
て
い
一
九
五
六
年
財
政
法
に
お
け
る
規
定
を
利
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
六
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
ま
た
一
九
五
九
年
の
国
民
保
険
法
の
適
用
除
外
(contracting out) 
る
雇
主
の
行
為
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
加
入
し
て
い
る
従
業
員
は
、
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
一六
こ
の
よ
う
な
従
業
員
は
の
規
定
（
適
用
除
外
を
受
け
て
い
る
制
度
の
場
合
）
に
関
す
227 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
な
ら
な
い
（
こ
の
場
合
n
は
勤
務
年
数
の
数
で
あ
る
）
。
切
最
高
年
金
額
ー
正
常
退
職
年
齢
(
n
o
r
m
a
l
pension age) 
用
い
ら
れ
て
い
る
。
に
お
け
る
退
職
に
際
し
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
金
額
は
「
最
終
給
で
き
ず
、
ま
た
適
用
除
外
に
な
っ
て
い
る
雇
主
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
2
全
部
認
可
に
対
す
る
諸
条
件
第
三
七
九
条
下
全
部
認
可
基
金
に
は
、
こ
れ
を
認
可
す
る
前
に
、
七
一
致
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
あ
る
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
あ
る
も
の
は
か
な
り
最
近
の
発
端
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
結
果
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
認
可
基
金
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ら
の
給
付
お
よ
び
掛
金
を
制
限
す
る
規
定
は
、
雇
主
が
そ
の
従
業
員
に
対
し
醸
出
す
る
あ
ら
ゆ
る
退
職
年
金
制
度
の
掛
金
総
計
に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
従
業
員
も
醸
出
し
て
い
る
制
度
に
お
い
て
は
年
金
額
は
一
年
に
つ
き
、
三
、
0
0
0ボ
ン
ド
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
な
お
給
与
(salary)
と
い
う
語
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
賃
金
・
俸
給
・
そ
の
他
の
報
酬
（
役
員
報
酬
を
除
く
）
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
与
」
の
2
-
3
を
超
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
退
職
に
お
け
る
勤
務
が
五
カ
年
よ
り
も
少
な
い
場
合
、
年
金
額
は
n-60
を
超
え
て
は
由
を
受
入
れ
た
場
合
、
る。
五
ヵ
年
お
よ
び
一
五
ヵ
年
勤
務
の
間
で
は
当
局
が
こ
れ
に
対
す
る
陳
情
の
理
n
 
8
 
よ
り
以
上
の
も
の
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
一
五
ヵ
年
に
お
け
る
最
高
制
限
は
—
x
ー
で
あ
6
0
 
5
 
一
五
カ
年
と
二
〇
カ
年
と
の
間
で
は
こ
れ
を
若
干
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
二
〇
カ
年
で
は
2
-
3
全
額
が
与
え
ら
れ
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
最
終
給
与
」
と
し
て
は
正
常
退
職
日
に
お
け
る
全
報
酬
（
固
定
給
に
可
変
給
与
の
三
ヵ
年
平
均
を
加
え
た
も
の
、
た
だ
し
役
員
報
酬
を
除
く
）
ま
た
は
正
常
退
職
日
前
一
〇
カ
年
の
う
ち
相
続
く
三
カ
年
以
上
の
実
際
給
与
の
平
均
を
取
る
こ
と
も
で
き
③
 
る
。
不
健
康
の
た
め
過
去
一
〇
カ
年
の
間
に
給
与
の
減
少
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
醸
出
制
に
お
い
て
は
規
定
に
一
致
し
な
い
も
の
も
存
在
す
る
。
228 
理
的
に
同
額
と
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
可
と
さ
れ
て
い
る
。
（口） ⑭
退
職
年
齢
ま
で
の
勤
務
期
間
が
二
〇
カ
年
未
満
で
、
増
額
さ
れ
た
年
金
が
五
0
0ポ
ン
ド
以
上
の
者
繰
延
退
職
の
最
高
年
金
額
ー
勤
務
が
正
常
退
職
日
後
も
続
く
場
合
に
は
、
年
金
額
が
た
と
え
最
終
給
与
の
2
-
3
ま
た
は
三
、
0
0
0ボ
ン
ド
（
醜
出
制
の
場
合
）
を
超
え
て
も
、
実
際
退
職
年
齢
に
お
け
る
増
加
さ
れ
た
年
金
額
が
正
常
退
職
日
の
年
金
額
と
保
険
数
c
非
常
動
の
従
業
員
⑱
自
営
業
者
ま
た
は
支
配
取
締
役
加
前
に
申
請
す
る
こ
と
を
受
託
者
に
求
め
て
い
る
。
如
何
な
る
年
金
額
も
一
年
三
、
0
0
0ポ
ン
ド
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
無
醜
出
制
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
最
高
制
限
は
何
等
適
用
さ
れ
な
い
。
な
お
一
九
六
0
年
の
春
ま
で
は
醸
出
制
に
対
す
る
年
金
額
制
限
は
一
年
二
、
0
0
0ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
若
干
の
制
度
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
当
局
が
企
業
に
、
次
の
場
合
に
は
こ
れ
を
申
請
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
給
付
規
定
が
（
正
常
規
模
の
場
合
）
勤
務
の
各
年
に
対
し
て
最
終
給
与
（
支
配
取
締
役
と
し
て
の
勤
務
を
除
く
）
の
1-60
を
超
え
る
年
金
（
一
時
金
は
同
じ
価
値
の
年
金
の
一
時
化
さ
れ
た
も
の
と
す
る
）
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
か
つ
①
最
初
の
給
与
が
三
、
0
0
0
ボ
ン
ド
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
は
Ci
加
入
年
齢
が
退
職
年
齢
の
一
五
ヵ
年
以
内
に
あ
る
と
き
そ
の
給
与
が
二
、
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
る
場
合
、
ま
た
ほ
出
加
入
年
齢
が
退
職
年
齢
の
一
〇
カ
年
以
内
に
あ
る
と
き
そ
の
給
与
が
一
、
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
る
場
合
で
あ
る
。
制
度
の
規
定
に
年
金
増
額
の
規
定
が
あ
り
、
ま
た
増
額
後
雇
主
が
醸
出
す
る
場
合
、
あ
る
個
人
に
関
す
る
全
制
度
の
退
職
年
金
合
計
が
勤
務
各
年
に
つ
き
最
終
給
与
（
支
配
取
締
役
と
し
て
の
勤
務
を
除
く
）
⑮
前
の
一
屈
主
の
制
度
か
ら
掛
金
の
返
還
を
受
け
た
者
、
ま
た
は
同
制
度
か
ら
退
職
年
金
を
受
け
る
権
利
あ
る
者
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
の
1-60
を
超
え
る
と
き
に
は
、
次
の
者
の
場
合
、
そ
の
増
一八
229 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
繰
延
勤
務
の
間
の
掛
金
の
あ
る
な
し
は
、
そ
の
と
き
の
諸
事
情
に
従
う
。
も
し
も
最
高
年
金
額
が
正
常
退
職
年
齢
ま
で
に
達
せ
ら
れ
よ
り
以
上
の
掛
金
は
従
業
員
ま
た
は
一
属
主
に
よ
り
払
込
ま
れ
て
は
な
ら
な
ぃ
。
し
か
し
そ
の
実
際
退
職
の
と
き
に
お
け
る
年
金
額
は
、
正
常
退
職
年
齢
ま
で
に
発
生
し
た
年
金
額
と
、
保
険
数
理
的
に
同
一
額
に
上
述
の
よ
う
に
保
険
数
理
的
同
一
額
と
な
る
ま
で
増
額
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
そ
の
代
り
に
正
常
退
職
年
齢
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
年
金
額
を
、
六
0
オ
（
正
常
退
職
年
齢
が
そ
の
後
な
ら
ば
同
年
齢
）
後
勤
務
各
年
（
五
カ
年
以
内
に
限
り
）
、
し
か
し
な
が
ら
正
常
退
職
年
齢
ま
で
に
最
高
年
金
額
が
達
せ
ら
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
掛
金
を
繰
延
勤
務
期
間
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
対
し
て
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
掛
金
は
正
常
退
職
年
齢
に
お
け
る
最
高
年
金
額
と
保
険
数
理
上
同
額
に
な
っ
た
時
日
に
停
止
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
掛
金
停
止
後
の
権
利
発
生
年
金
額
は
、
実
際
退
職
日
に
お
い
て
保
険
数
理
的
に
同
額
と
な
る
金
額
に
ま
一
時
金
給
付
(capital
s
u
m
 benefits)
ー
た
だ
―
つ
の
例
外
を
除
き
、
最
終
給
与
の
1-60
以
下
宛
を
に
際
し
如
何
な
る
一
時
金
も
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
給
付
の
た
め
行
な
わ
れ
る
一
部
認
可
の
特
殊
な
場
合
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
し
か
し
加
入
者
の
死
亡
に
際
し
て
は
、
あ
る
限
度
内
で
の
一
時
金
は
許
さ
れ
て
い
る
。
l
な
お
退
職
に
際
し
て
の
一
時
金
に
つ
い
て
―
つ
の
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
従
業
員
が
強
制
的
に
寡
婦
年
金
に
対
す
る
掛
金
を
払
っ
て
い
る
場
合
、
妻
が
死
亡
し
た
と
き
鰈
夫
と
な
っ
て
い
る
加
入
者
（
ま
た
は
そ
の
逆
）
に
は
退
職
に
際
し
、
そ
の
掛
金
が
（
利
息
付
ま
た
は
無
利
息
で
）
返
還
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
返
還
金
に
は
標
準
率
の
1
-
4
の
所
得
税
が
課
せ
ら
れ
る
。
り で
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
増
額
ー
掛
金
を
続
け
ま
た
は
続
け
な
い
で
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
る
ま
で
増
額
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
て
い
る
な
ら
ば
（
次
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
を
除
き
）
、
第
三
七
九
条
下
で
全
部
認
可
の
基
金
か
ら
は
、
退
職
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（チ） ド
以
下
と
な
る
と
き
に
は
、
早
期
退
職
(early
retirement)'ー
当
局
は
健
康
体
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
早
期
退
職
を
許
し
て
い
る
。
常
退
職
年
齢
前
一
〇
カ
年
以
内
で
あ
っ
て
、
退
職
年
金
額
は
そ
の
時
日
ま
で
に
発
生
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
病
気
退
職
の
返
還
金
ー
離
職
に
際
し
て
は
従
業
員
に
、
彼
自
身
の
掛
金
は
利
息
付
ま
た
は
無
利
息
で
返
還
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
従
業
員
の
た
め
に
払
っ
た
雇
主
掛
金
は
従
業
員
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
れ
ば
認
可
を
受
け
得
な
い
の
が
つ
ね
で
あ
る
。
し
か
し
特
に
望
む
な
ら
ば
、
雇
主
掛
金
も
従
業
員
掛
金
と
と
も
に
、
正
常
退
職
日
ま
た
は
そ
の
前
一
〇
カ
年
以
内
に
開
始
す
る
年
金
の
の
場
合
そ
れ
が
真
に
然
る
や
、
一
時
金
化
(
c
o
m
m
u
t
a
t
i
o
n
)
-年
金
給
付
の
一
時
金
化
は
重
症
と
い
う
例
外
的
場
合
の
ほ
か
は
通
常
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
こ
よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
•
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
こ
の
よ
う
な
例
外
的
な
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
、
基
金
の
認
可
が
取
消
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
年
金
額
が
あ
る
特
殊
な
事
情
の
た
め
減
少
さ
れ
、
年
額
三
九
ボ
ン
一
時
金
支
払
が
許
さ
れ
る
。
山
取
締
役
(
d
i
r
e
c
t
o
r
s
)
-支
配
取
締
役
は
認
可
基
金
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
他
の
常
動
の
取
締
役
は
そ
の
給
与
（
役
員
報
酬
を
除
く
）
に
関
し
て
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
取
締
役
に
限
ら
れ
て
い
る
制
度
、
ま
た
は
大
部
分
伺
が
取
締
役
で
あ
る
制
度
は
第
三
七
九
条
下
で
認
可
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
3
尋
常
年
掛
金
(
o
r
d
i
n
a
r
y
a
n
n
u
a
l
 contributions) 
（卜） 形
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（吋 場
合
の
ほ
か
は
早
期
退
職
に
対
し
即
時
年
金
を
許
し
て
い
な
い
。
（ホ） は
給
与
の
一
五
％
を
超
え
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
場
合
同
退
職
は
正
（二）
一
五
光
原
則
(
1
5
p
e
r
 c
e
n
t
 rule)
ー
普
通
、
従
業
員
尋
常
年
掛
金
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
(
e
m
p
l
o
y
e
e
s
'
o
r
d
i
n
a
r
y
 a
n
n
u
a
l
 contribution) 
四
〇
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え
な
い
よ
う
に
さ
れ
、
よ
り
少
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ら
ば
後
述
の
取
定
め
の
下
に
お
い
て
初
め
て
免
税
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
四
第
三
七
九
条
下
の
全
部
認
可
基
金
へ
の
尋
常
年
掛
金
は
、
雇
主
の
も
の
も
従
業
員
の
も
の
も
、
課
税
上
完
全
に
控
除
し
得
る
経
費
と
・佃
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
雇
主
掛
金
は
利
益
金
計
算
に
際
し
、
所
得
税
お
よ
び
利
得
税
(profits
t
a
x
)
の
免
税
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
る
。
従
業
員
掛
金
は
所
得
税
お
よ
び
付
加
税
算
定
に
際
し
て
、
ま
ず
総
給
与
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
そ
れ
で
従
業
員
は
そ
う
で
な
け
れ
ば
払
う
で
あ
ろ
う
所
得
税
（
お
よ
び
付
加
税
）
を
そ
の
最
高
率
で
免
税
さ
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
第
三
七
九
条
下
基
金
へ
の
従
業
員
掛
金
は
、
勤
労
所
得
控
除
の
行
わ
れ
る
前
に
、
総
所
得
か
ら
差
引
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
尋
常
年
掛
金
」
の
定
義
は
注
意
を
必
要
と
す
る
。
控
除
さ
れ
る
の
は
尋
常
年
掛
金
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
定
義
は
法
令
に
よ
れ
ば
「
メ
ン
バ
ー
の
所
得
・
掛
金
・
人
数
を
参
考
と
し
、
あ
る
基
準
に
よ
っ
て
計
算
し
た
一
定
金
額
の
掛
金
ま
た
は
年
掛
金
を
意
味
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
暖
昧
な
と
こ
ろ
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
一
時
払
掛
金
•
前
年
に
払
込
期
日
到
来
の
未
払
掛
金
・
雇
主
ま
た
は
従
業
員
に
よ
り
気
ま
ぐ
れ
に
決
定
さ
れ
た
不
規
則
な
払
込
掛
金
．
は
、
完
全
に
こ
の
定
義
の
中
に
入
ら
な
い
。
そ
れ
等
は
従
業
員
に
よ
り
払
わ
れ
る
な
ら
ば
免
税
と
な
ら
ず
、
雇
主
に
よ
り
払
わ
れ
る
な
4
尋
常
年
掛
金
以
外
の
掛
金
制
度
実
施
前
勤
務
の
年
金
に
関
し
第
三
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
た
基
金
へ
の
雇
主
掛
金
は
、
普
通
ま
ず
一
時
払
掛
金
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
事
実
上
そ
れ
は
と
き
ど
き
そ
の
形
で
払
込
ま
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
尋
常
年
掛
金
と
し
て
は
取
扱
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
小
額
で
な
け
れ
ば
払
込
の
行
な
わ
れ
た
年
に
完
全
に
免
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
通
常
当
局
に
よ
り
妥
当
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
期
間
に
わ
た
り
、
均
一
に
払
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
普
通
、
交
渉
の
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
期
間
は
一
〇
カ
年
を
超
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課
税
が
適
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
返
還
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
務
に
対
す
る
年
金
に
つ
き
四
カ
年
に
わ
た
り
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
四
0
0
0ボ
ン
ド
・
五
0
0ボ
ン
ド
・
・
〇
お
よ
び
―
二
0
0
0ボ
ン
ド
と
合
計
一
六
五
0
0ボ
ン
ド
を
払
込
む
も
の
と
し
よ
う
。
こ
の
特
定
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
当
局
は
お
そ
ら
く
第
一
年
度
に
は
一
0
0
0ボ
ン
ド
を
免
税
と
し
て
三
0
0
0ポ
ン
ド
を
翌
年
に
繰
越
し
、
第
二
年
度
に
は
ま
た
一
0
0
0ポ
ン
ド
を
免
税
と
し
て
同
年
度
に
実
際
上
払
込
ま
れ
た
金
額
五
0
0ボ
ン
ド
と
の
合
計
額
二
五
0
0ボ
ン
ド
を
そ
の
翌
年
に
繰
越
し
、
第
三
年
度
に
は
ま
た
一
0
0
0ボ
ン
ド
を
免
税
と
し
て
、
す
こ
と
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
四
年
度
に
は
―
二
0
0
0ポ
ン
ド
が
払
込
ま
れ
る
の
で
繰
越
さ
れ
た
一
五
0
0ボ
ン
ド
を
合
せ
て
免
税
さ
れ
る
べ
き
金
額
は
一
三
五
0
0ポ
ン
ド
で
あ
る
。
通
常
の
状
態
で
は
当
局
が
こ
れ
を
一
〇
カ
年
を
超
え
る
期
間
に
わ
た
っ
て
延
払
い
さ
れ
る
こ
と
を
固
執
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
各
ケ
ー
ス
は
個
々
に
交
渉
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
普
通
上
記
の
も
の
よ
り
も
不
利
な
条
件
で
免
税
が
得
ら
，
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。
5
基
金
の
投
資
収
益
(
i
n
v
e
s
t
m
e
n
t
i
n
c
o
m
e
;
 
interest i
n
c
o
m
e
)
 
第
三
七
九
条
下
の
認
可
基
金
が
受
取
っ
た
利
息
や
配
当
は
課
税
さ
れ
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
も
し
も
一
般
に
行
な
わ
れ
て
い
る
源
泉
（
お
そ
ら
く
利
益
金
が
不
規
則
の
た
め
）
、
あ
る
雇
主
が
当
年
勤
務
に
対
す
る
年
金
に
関
し
て
一
年
に
つ
き
、
ぅ〇
一
般
的
に
当
局
と
の
間
に
取
定
め
が
で
き
過
去
勤
務
掛
金
に
対
し
毎
年
あ
る
一
定
額
が
免
税
と
な
る
場
合
、
そ
の
限
度
を
超
え
て
払
込
ま
れ
た
金
額
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
将
来
へ
と
繰
越
さ
れ
る
。
こ
の
取
定
め
に
お
い
て
の
限
度
は
通
例
、
当
年
勤
務
に
関
し
て
払
込
ま
れ
た
雇
主
の
尋
常
年
掛
金
の
金
額
に
等
し
い
額
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
説
明
す
る
た
め
に
一
例
を
仮
定
し
て
み
よ
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
一、
0
0
0ボ
ン
ド
を
醸
出
し
て
い
た
も
の
と
し
、
ま
た
過
去
勤
（
川
元
）
第
一
年
度
•
第
二
年
度
•
第
三
年
度
・
第
四
四
一
五
0
0ボ
ン
ド
を
繰
越
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）
6
雇
主
へ
の
掛
金
返
還
四
1
0
0
 
し
か
し
税
金
が
つ
ね
に
従
業
員
に
払
わ
れ
る
実
際
上
の
正
味
金
額
標
準
率
が
一
ボ
ン
ド
に
対
し
て
七
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
と
す
れ
ば
、
1
-
4
 
現
在
の
実
情
を
み
る
に
、
制
度
の
解
散
(dissolution)
に
際
し
て
最
後
に
残
っ
て
い
る
剰
余
金
以
外
の
も
の
が
雇
主
に
返
還
さ
れ
る
基
金
は
、
た
だ
―
つ
の
例
外
を
除
き
、
当
局
は
第
三
七
九
条
下
の
認
可
を
こ
れ
に
与
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
返
還
の
あ
る
場
合
に
は
、
返
還
の
行
な
わ
れ
た
年
度
に
実
施
さ
れ
て
い
た
標
準
率
で
返
還
金
か
ら
租
税
が
差
引
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
返
還
金
は
返
還
が
行
な
わ
れ
る
年
度
に
お
け
る
雇
主
の
源
泉
で
課
税
さ
れ
る
所
得
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
も
し
も
雇
主
が
そ
の
年
に
損
失
を
蒙
む
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
返
還
金
か
ら
差
引
か
れ
る
税
金
は
払
戻
し
請
求
の
対
象
と
さ
れ
る
。
7
従
業
員
へ
の
掛
金
返
還
m
 
従
業
員
掛
金
が
返
還
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
金
額
に
対
し
基
金
の
受
託
者
は
そ
の
時
実
施
さ
れ
て
い
る
標
準
所
得
税
率
の
1
-
4
で
税
金
を
払
う
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
雇
用
先
が
国
外
に
な
っ
て
い
る
従
業
員
の
場
合
は
別
と
す
る
。
基
金
の
メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
と
も
勤
務
期
間
の
3
-
4
を
海
外
で
過
す
場
合
に
は
、
何
等
こ
の
よ
う
な
課
税
が
行
な
わ
れ
な
い
。
率
は
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
一
シ
リ
ン
グ
―
―
1
-
4
の
率
の
計
算
法
に
つ
い
て
少
し
く
説
明
し
よ
う
。
1
-
4
ペ
ン
ス
で
あ
る
。
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
。
例
え
ば
一
0
0ポ
ン
ド
を
醸
出
し
て
い
た
従
業
員
が
離
職
す
る
に
際
し
て
、
利
息
無
し
の
既
払
掛
金
の
返
還
を
う
け
る
権
利
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
ま
た
受
託
者
が
税
金
に
等
し
い
金
額
を
差
引
く
と
す
れ
ば
、
-
1
-
4
ペ
ン
ス
、
す
な
わ
ち
―
0
0ボ
ン
ド
に
つ
き
九
ボ
ン
ド
一
三
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
の
税
金
を
引
く
こ
と
な
く
、
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
一
シ
リ
ン
グ
一
手
取
支
払
金
九
一
ボ
ン
ド
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
に
つ
い
て
一
ボ
ン
ド
に
つ
き
一
シ
リ
ン
グ
―
-
1
-
4
ペ
ン
ス
の
税
金
で
あ
る
八
ボ
ン
ド
一
六
シ
圏
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
を
引
く
の
で
あ
る
。
も
し
も
受
託
者
が
税
金
に
等
し
い
金
額
を
差
引
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
234 
ら
ば
、
四
8
に
述
べ
る
よ
う
な
当
局
へ
の
申
請
が
求
め
ら
れ
る
。
1
-
4
税
率
に
お
い
て
も
課
税
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
も
し
も
勤
務
中
の
死
亡
に
際
し
て
の
給
付
が
五
、
0
0
0ボ
ン
ド
を
超
え
る
な
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
ポ
ン
ド
が
従
業
員
に
支
払
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
受
取
人
は
所
定
の
期
日
ま
で
に
、
受
取
金
一
0
0ボ
ン
ド
に
対
し
て
一
ポ
ン
ド
に
つ
き
一
シ
リ
ン
グ
―
―
8
死
亡
支
払
金
1
-
4
ペ
ン
ス
で
あ
る
九
ボ
ン
ド
一
三
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
の
税
金
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
局
は
従
業
員
の
死
亡
に
際
し
て
は
認
可
基
金
よ
り
の
一
時
金
支
払
(capital
s
u
m
 p
a
y
m
e
n
t
s
)
に
対
し
何
の
根
本
的
反
対
を
し
て
い
な
い
。
第
三
七
九
条
下
に
認
可
さ
れ
て
い
る
基
金
か
ら
一
時
金
の
支
払
わ
れ
る
と
き
、
確
か
に
反
対
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
、
従
業
員
の
死
亡
に
際
し
て
行
な
わ
れ
る
と
き
に
は
、
濫
用
に
対
し
て
の
余
地
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
一
時
金
に
は
あ
る
限
度
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
そ
れ
は
、
利
息
付
の
掛
金
と
保
険
数
理
的
積
立
金
（
全
額
）
と
の
う
ち
の
大
き
い
方
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
限
度
以
上
が
全
部
認
可
基
金
か
ら
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
部
分
は
年
金
と
し
て
払
わ
れ
、
受
取
人
の
下
で
普
通
の
方
法
で
所
得
と
し
て
課
税
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
超
過
死
亡
給
付
を
与
え
る
た
め
に
何
等
の
甚
金
も
積
立
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
後
者
の
例
が
メ
ン
バ
ー
の
初
期
に
お
け
る
最
低
保
証
死
亡
給
付
、
す
な
わ
ち
再
保
険
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
掛
金
が
生
保
会
社
に
払
込
ま
れ
て
い
る
死
亡
給
付
で
あ
る
。
死
亡
に
際
し
て
の
こ
の
よ
う
な
支
払
金
は
課
税
上
受
取
人
の
所
得
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
ま
た
完
全
税
率
に
お
い
て
も
ま
た
は
従
業
員
の
返
還
金
に
適
用
す
る
一
部
認
可
の
9
一
部
認
可
基
金
第
三
七
九
条
に
よ
れ
ば
当
局
は
、
基
金
の
全
部
認
可
を
与
え
得
な
い
と
き
そ
の
一
部
認
可
を
与
え
得
る
こ
と
が
あ
る
。
大
部
分
の
も
の
ほ
退
職
に
際
す
る
給
付
に
お
い
て
、
年
金
に
加
え
一
時
金
を
も
支
給
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
退
職
給
付
の
二
五
彩
H
（
川
元
）
四
四
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資
収
益
だ
け
が
、
免
税
と
な
る
。
そ
れ
で
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
は
こ
れ
を
二
つ
の
部
分
に
割
当
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
両
給
付
が
―
つ
の
基
金
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
二
つ
の
基
金
の
存
在
す
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
第
三
七
九
条
下
の
全
部
認
可
の
基
金
で
も
、
従
業
員
が
醸
出
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
醸
出
し
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
。
な
お
一
時
金
を
与
え
る
基
金
は
か）
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
従
業
員
掛
金
ー
基
金
の
認
可
さ
れ
た
部
分
に
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
従
業
員
掛
金
は
免
税
と
な
る
。
認
可
さ
れ
な
い
給
付
に
適
用
さ
れ
る
同
掛
金
部
分
は
、
何
等
の
免
税
を
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
は
基
金
を
、
認
可
給
付
と
非
認
可
給
付
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
割
当
て
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
厳
密
に
は
、
各
従
業
員
に
対
し
て
分
離
計
算
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
通
常
の
方
法
と
し
て
は
メ
ン
バ
ー
全
部
に
つ
い
て
の
乎
均
割
合
で
も
受
入
れ
ら
れ
る
。
投
資
収
益
ー
従
業
員
掛
金
に
対
す
る
と
同
様
の
規
定
が
、
投
資
収
益
に
も
適
用
さ
れ
る
。
認
可
さ
れ
た
部
分
に
割
当
て
ら
れ
た
投
（口） れ
た
部
分
に
適
用
さ
れ
た
も
の
は
、
免
税
と
な
る
。
（イ） 税
も
課
せ
ら
れ
な
い
。
四
五
以
上
が
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
基
金
の
如
何
な
る
部
分
も
認
可
さ
れ
な
い
。
一
部
認
可
の
場
合
租
税
の
た
め
に
基
金
ま
た
は
そ
の
勘
定
が
二
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
麗
主
お
よ
び
従
業
員
の
掛
金
、
お
よ
び
投
資
収
益
が
そ
の
各
々
に
割
当
て
ら
れ
る
。
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
が
基
金
の
設
定
に
際
し
、
こ
れ
を
行
な
う
の
で
あ
る
が
、
五
年
毎
の
基
金
評
価
の
と
き
に
検
討
が
行
な
わ
れ
る
。
退
職
年
金
の
二
五
％
ま
で
の
一
時
金
支
給
に
は
従
業
員
は
無
税
で
あ
り
、
標
準
率
の
1
-
4
の
所
得
雇
主
掛
金
ー
雇
主
の
尋
常
年
掛
金
の
全
部
が
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
免
税
と
な
る
。
し
か
し
一
時
払
払
込
金
と
か
不
規
則
な
払
込
金
の
よ
う
な
非
尋
常
年
掛
金
の
掛
金
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
別
と
し
て
普
通
免
税
と
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
既
述
の
一
般
的
原
則
に
従
い
、
将
来
の
あ
る
期
間
に
わ
た
っ
て
延
払
い
と
さ
れ
た
と
き
に
は
、
上
記
の
一
時
払
払
込
金
や
不
規
則
払
込
金
も
、
基
金
の
認
可
さ
236 
第
三
七
九
条
に
よ
れ
ば
内
国
歳
入
当
局
は
、
1
複
数
会
社
年
金
基
金
(
g
r
o
u
p
f
u
n
d
s
)
 
第
三
八
八
条
（
四
参
照
）
の
下
で
認
可
さ
れ
る
が
、
通
例
従
業
員
は
こ
れ
に
醸
出
し
な
い
。
こ
の
場
合
の
麗
主
掛
金
は
経
費
と
し
て
認
⑲
 
め
ら
れ
免
税
と
な
る
が
、
利
息
収
入
に
は
所
得
税
の
標
準
率
が
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
部
認
可
の
起
る
も
う
―
つ
の
ケ
ー
ス
は
、
掛
金
の
返
還
に
加
え
、
例
え
ば
一
年
ま
た
は
二
年
分
の
給
与
に
当
る
死
亡
給
付
の
与
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
10
寡
婦
・
孤
児
基
金
（
w
i
d
o
w
s
'
a
n
d
o
r
p
h
a
n
s
'
f
u
n
d
)
 
寡
婦
・
孤
児
基
金
も
ま
た
第
三
七
九
条
下
で
認
可
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
そ
の
主
要
な
給
付
は
年
金
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
雇
主
お
よ
び
従
業
員
両
掛
金
は
一
般
的
に
税
金
か
ら
免
除
さ
れ
、
投
資
収
益
も
ま
た
免
税
さ
れ
て
い
る
。
な
お
第
ニ
―
九
条
お
よ
び
第
二
二
五
条
に
も
明
白
に
、
あ
る
寡
婦
お
よ
び
孤
児
基
金
を
意
味
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
第
三
七
九
条
に
よ
れ
ば
、
も
し
も
第
二
一
九
条
お
よ
び
第
二
二
五
条
下
の
免
税
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
同
条
下
で
は
何
等
の
免
税
も
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
強
制
加
入
の
寡
婦
お
よ
び
孤
児
基
金
は
第
ニ
―
九
条
お
よ
び
第
二
二
五
条
の
規
定
下
に
来
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
若
干
の
場
合
に
は
標
準
率
の
半
分
に
制
限
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
は
l-l6参
照
）
。
の
寡
婦
・
孤
児
基
金
は
第
三
七
九
条
の
規
定
下
に
来
る
の
で
、
従
業
員
掛
金
に
関
す
る
免
税
は
特
定
の
従
業
員
に
課
せ
ら
れ
る
最
高
税
率
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
従
業
員
掛
金
に
関
し
て
の
免
税
が
第
二
二
五
条
下
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
て
も
、
雇
主
掛
金
お
よ
び
投
資
収
益
に
関
し
て
の
免
税
を
目
的
と
す
る
寡
婦
・
孤
児
基
金
が
認
可
さ
れ
る
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
。
一
商
工
業
(a
trade)
ま
た
は
一
事
業
(a
u
n
d
e
r
w
r
i
t
i
n
g
)
の
従
業
員
へ
の
年
金
基
金
を
認
可
す
る
権
限
を
、
授
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
ど
ち
ら
の
語
も
単
数
で
あ
る
が
、
二
人
以
上
の
雇
主
の
従
業
員
が
一
っ
の
退
職
年
金
制
度
の
傘
下
に
あ
る
場
合
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
明
ら
か
に
利
益
の
あ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。
従
業
員
掛
金
に
関
す
る
免
税
は
、
し
か
し
任
意
加
入
イ
ギ
リ
入
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
．
四
六
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イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
皿
14
海
外
に
お
け
る
雇
用
13
報
告
書
(returns)
（
川
元
）
修
正
は
、
全
制
度
の
再
検
討
を
引
起
さ
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
と
も
、
あ
る
制
度
の
認
可
如
何
は
周
囲
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
。
例
え
ば
二
つ
の
会
社
が
同
じ
厩
主
に
よ
り
支
配
さ
れ
、
そ
の
間
に
し
―
つ
の
制
度
と
し
て
お
そ
ら
く
認
可
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
雇
主
は
た
だ
彼
自
身
の
従
業
員
に
つ
い
て
の
払
込
掛
金
に
関
し
て
の
み
、
免
税
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
得
税
の
観
点
か
ら
制
度
の
修
正
に
は
、
再
び
認
可
の
問
題
が
起
る
。
当
局
が
そ
の
取
扱
の
実
際
(practice)
を
変
更
す
る
場
合
の
と
き
の
取
扱
の
実
際
に
基
づ
い
て
当
局
が
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
に
は
、
現
存
制
度
に
は
そ
の
変
更
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
大
き
い
変
更
を
加
え
る
場
合
に
は
、
制
度
全
体
を
そ
一
九
五
九
年
の
国
民
保
険
法
か
ら
起
る
最
少
限
度
の
租
税
検
査
官
(inspectors)
第
三
七
九
条
下
に
制
定
さ
れ
た
の
要
求
の
あ
る
と
き
に
は
、
全
部
認
可
の
ま
た
は
一
部
認
可
の
退
職
年
金
基
金
ま
た
は
寡
婦
・
孤
児
基
金
の
受
託
者
は
、
次
の
よ
う
な
詳
細
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
雇
主
お
よ
び
従
業
員
が
基
金
に
醸
出
す
る
掛
金
、
退
職
年
金
受
取
人
各
々
の
氏
名
・
住
所
・
金
額
、
雇
主
ま
た
は
従
業
員
に
返
還
さ
れ
た
掛
金
お
よ
ぴ
利
息
の
詳
細
、
年
金
を
一
時
金
化
し
て
払
っ
た
金
額
の
詳
細
に
つ
い
て
で
あ
る
。
基
金
の
最
近
の
勘
定
の
報
告
書
も
要
求
の
あ
り
次
第
提
出
し
S
t
a
t
u
t
o
r
y
 R
u
l
e
s
 a
n
d
 O
r
d
e
r
s
の
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
9
 
12
制
度
の
修
正
ば
し
ば
従
業
員
の
交
流
が
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
親
会
社
と
子
会
社
の
関
係
に
あ
る
会
社
で
あ
れ
ば
、
四
七
に
よ
り
、
雇
用
が
海
外
で
行
な
わ
れ
―
つ
の
制
度
と
し
て
認
可
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
関
係
で
な
く
238 
(2) 
注
山
て
い
る
英
国
以
外
の
居
住
者
の
場
合
に
お
い
て
、
所
得
税
は
年
金
額
か
ら
差
引
か
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
従
業
員
の
寡
婦
・
子
女
ま
た
は
被
扶
養
者
も
、
海
外
居
住
の
間
は
同
様
で
あ
る
。
海
外
の
雇
用
は
次
の
よ
う
な
条
件
の
何
れ
な
り
と
充
た
さ
れ
た
場
合
は
み
な
、
そ
の
租
税
特
典
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
⑱
基
金
の
加
入
者
が
海
外
で
過
し
た
期
間
が
一
雇
用
の
七
五
％
で
あ
る
こ
と
⑮
そ
れ
に
関
し
て
現
に
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
雇
用
の
う
ち
海
外
居
住
が
五
0
形
あ
り
、
が
一
〇
カ
年
あ
る
こ
と
皿
15
認
可
の
取
消
(
w
i
t
h
d
r
a
w
a
l
o
f
 a
p
p
r
o
v
a
l
)
 
か
つ
最
後
の
二
〇
カ
年
の
う
ち
海
外
居
住
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
七
九
条
（
ま
た
は
後
述
の
第
三
八
八
条
あ
る
い
は
一
九
五
六
年
財
政
法
第
二
二
条
）
下
に
認
可
さ
れ
た
制
度
は
、
も
し
も
内
国
歳
入
当
局
の
見
解
に
よ
り
、
も
は
や
こ
の
よ
う
な
認
可
を
正
当
と
み
な
し
得
な
い
よ
う
な
事
実
が
生
じ
た
も
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
認
可
を
取
消
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
認
可
の
最
初
に
与
え
ら
れ
た
企
図
か
ら
、
そ
の
運
営
が
著
し
く
離
れ
た
場
合
、
ま
た
は
管
理
が
、
そ
の
制
度
が
基
礎
と
し
て
い
る
基
本
規
定
か
ら
著
し
く
離
れ
た
場
合
、
こ
の
罰
則
は
必
ら
ず
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
記
し
て
い
な
い
と
き
に
は
次
の
文
献
に
よ
る
。
H
o
s
k
i
n
g
"
i
b
i
d
.
,
pp. 
1
5
6
~
1
7
4
 
な
お
本
項
は
一
九
五
二
年
所
得
税
法
第
三
七
九
条
、
お
よ
び
一
九
ニ
ー
年
財
政
法
下
に
制
定
の
S
t
a
t
u
t
o
r
y
R
u
l
e
s
 a
n
d
 O
r
d
e
r
s
す
な
わ
ち
N
o
.
1
6
9
9
 of 
1921 
(No. 6
3
8
 o
f
 1
9
3
1
 1
1
.
て
姑
三
止
）
の
幸
g坦
竺
疋
に
、
吉i如
〖
に
皿
四
追
H
9る
J
も
の
で
太
｝
る
(
I
b
i
d
.
,
p.156)
。
こ
の
最
高
年
金
額
に
関
し
て
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
「
従
業
員
が
そ
の
年
金
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
勤
務
が
―-
0
カ
年
以
上
の
と
き
支
配
取
締
役
ま
た
は
。
＾
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
も
な
く
、
さ
ら
に
前
雇
用
先
か
ら
如
何
な
る
種
類
の
年
金
給
付
を
も
受
け
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
内
国
歳
入
当
局
は
特
別
許
可
(concession)
~
よ
り
年
所
得
の
2
-
3に
等
し
い
年
金
の
付
与
を
認
可
す
る
こ
と
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
四
八
:139 
(3) 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
H
（
川
元
）
四
九
が
で
き
る
。
従
業
員
が
あ
る
以
前
の
退
職
年
金
制
度
か
ら
彼
自
身
の
既
払
掛
金
だ
け
の
返
還
を
う
け
て
も
、
こ
の
特
別
許
可
の
下
で
2
-
3
の
年
金
額
全
額
は
受
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
年
金
に
考
慮
さ
れ
る
勤
務
が
二
〇
カ
年
未
満
の
と
き
で
も
、
従
業
員
が
支
配
取
締
役
で
あ
っ
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た
前
の
雇
用
先
か
ら
年
金
給
付
を
も
得
て
い
な
い
湯
合
、
特
別
許
可
に
よ
り
、
五
0
0謗
が
彼
の
毎
年
の
所
得
の
2
-
3
を
超
え
て
い
な
い
と
き
に
は
、
一
年
五
0
0謗
ま
で
の
年
金
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
等
の
制
限
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
―
つ
の
典
型
的
な
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
あ
る
人
が
あ
る
要
職
に
あ
る
人
の
死
亡
に
よ
り
、
晩
年
に
な
っ
て
突
然
そ
の
会
社
に
招
か
れ
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
例
え
ば
五
0
オ
で
あ
り
、
従
来
一
年
―
1
0
0
0謗
の
所
得
を
得
、
ま
た
一
年
一
0
0
0
~
の
無
醜
出
制
の
年
金
を
う
け
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
年
金
は
彼
が
離
職
し
他
社
に
勤
め
る
と
き
に
は
全
部
喪
失
す
る
も
の
と
仮
定
し
よ
う
。
い
ま
彼
を
嵐
用
し
よ
う
と
す
る
会
社
が
、
彼
に
四00
0
~
の
給
与
と
、
こ
の
給
与
の
半
額
、
一
年
1
1
0
0
0謗
の
年
金
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
と
き
、
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
従
業
員
が
六
五
オ
に
退
職
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
規
定
に
よ
り
最
高
年
金
額
は
、
新
給
与
四
0
0
0謗
の
15-60
、
す
な
わ
ち
一
年
一
0
0
0謗
で
あ
る
。
彼
の
新
雇
主
が
彼
に
こ
の
金
額
を
超
え
る
年
金
を
与
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
特
に
当
局
に
認
可
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
通
常
よ
り
も
多
額
の
年
金
が
こ
の
特
定
の
場
合
に
認
可
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
拠
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
比
較
的
老
齢
者
が
就
任
す
る
高
級
職
に
彼
を
招
聘
し
た
い
と
い
う
事
実
は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
当
該
会
社
は
、
彼
の
過
去
の
経
験
の
成
果
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
、
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
彼
の
過
去
勤
務
（
そ
れ
か
ら
彼
は
現
在
何
の
年
金
給
付
を
も
得
て
い
な
い
）
が
他
の
麗
主
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
現
在
与
え
ら
れ
る
べ
き
年
金
に
、
そ
れ
を
樹
酌
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
合
理
的
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
局
は
、
こ
の
種
類
の
論
拠
を
受
入
れ
る
な
ら
ば
、
も
し
こ
れ
を
受
入
れ
な
い
と
き
に
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
年
金
額
を
、
8
-
5
ー
国
家
公
務
員
制
度
(Civil
S
e
r
v
i
c
e
 S
c
h
e
m
e
)
下
に
実
施
の
方
式
ー
だ
け
増
額
す
る
こ
と
に
、
普
通
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。
同
方
式
に
よ
れ
ば
、
四
0
オ
後
に
同
公
務
員
と
な
っ
た
人
の
場
合
、
年
金
給
付
が
付
加
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
方
式
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
例
の
場
合
、
一
年
一
0
0
0
~
の
代
り
に
一
六
0
0
謗
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
事
情
下
で
は
、
よ
り
多
額
の
年
金
さ
え
認
可
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
:
 ibid., 
p
p
.
 1
3
2
~
3
)
 
最
終
給
与
に
つ
き
ビ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
最
終
報
酬
と
は
退
職
直
前
の
五
カ
年
の
う
ち
の
最
高
報
酬
一
1
一
カ
年
の
平
均
と
し
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
他
の
定
義
も
240 
(1) (10) (9) (8) (7) (6) (5) (4) 
特
殊
な
制
度
に
つ
い
て
受
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
(Ibid.,
p. 
131) 
「
取
締
支
配
会
社
」
(director,controlled
c
o
m
p
a
n
y
)
と
は
全
取
締
役
（
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
前
取
締
役
を
含
め
る
）
が
投
票
権
の
あ
る
株
式
の
五
0
％
を
超
え
て
所
有
し
、
支
配
し
て
い
る
会
社
を
い
う
。
そ
し
て
支
配
取
締
役
(controlling
director)
と
は
上
記
の
よ
う
な
会
社
の
株
式
の
五
％
を
超
え
て
所
有
し
、
支
配
し
て
い
る
取
締
役
を
い
う
。
」
(Pilch
a
n
d
 W
o
o
d
:
 
ibid., 
p.134) 
「
こ
れ
に
対
し
て
あ
る
例
外
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
そ
の
報
酬
が
一
年
二
0
0
0榜
未
満
で
あ
る
支
配
取
締
役
は
多
数
は
な
い
と
は
い
え
、
も
し
そ
の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
特
別
プ
ロ
ビ
デ
ン
ト
基
金
（
四
7
参
照
）
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
支
配
株
式
を
得
る
前
の
彼
の
過
去
勤
務
に
関
し
て
は
第
三
八
八
条
下
認
可
の
退
職
年
金
制
度
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
支
配
取
締
役
に
留
ま
る
間
は
、
課
税
上
不
利
な
結
果
を
引
起
こ
す
こ
と
な
し
に
、
あ
る
制
度
の
下
で
価
値
あ
る
年
金
給
付
の
同
取
締
役
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
確
か
に
稀
で
あ
る
。
」
(Ibid.,
p.134) 
会
社
の
所
得
に
対
し
て
は
標
準
税
率
が
全
所
得
に
課
せ
ら
れ
る
。
そ
の
上
利
得
税
が
ー
ニ
・
五
％
（
一
九
六
0
年
四
月
実
施
、
そ
の
前
は
一
〇
％
）
課
せ
ら
れ
る
。
(
P
u
b
l
i
c
F
i
n
a
n
c
e
 in 
t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 K
i
n
g
d
o
m
,
 1
9
6
0
 p.6) 
R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
 N
o
.
 8
に
よ
る
。
(
H
o
s
k
i
n
g
:
ibid., 
p.168) 
こ
の
九
榜
の
一
三
志
九
片
は
次
の
式
の
X
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
筆
者
）
X
1
1
1
0
0
~
ー
x
x
1
叫
1
1
1
H
4
 
「
利
息
収
入
」
の
訳
語
は
interest
i
n
c
o
m
e
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
体
ホ
ス
キ
ソ
グ
著
書
の
租
税
篇
で
は
こ
の
語
が
i
n
v
e
s
t
i
n
g
i
n
c
o
m
e
の
語
よ
り
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ピ
ル
チ
・
ウ
ッ
ド
共
著
書
で
は
後
者
の
方
が
主
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
第
三
七
九
条
第
田
項
で
は
i
n
c
o
m
e
d
e
r
i
v
e
d
 f
r
o
m
 i
n
v
e
s
t
m
e
n
t
s
 o
r
 d
e
p
o
s
i
t
s
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
本
稿
で
は
主
と
し
て
「
投
資
収
益
」
の
訳
語
を
用
い
た
。
こ
の
中
に
は
資
本
損
益
も
入
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
本
文
の
こ
の
一
節
で
は
標
準
率
が
こ
れ
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
が
、
資
本
利
益
に
標
準
率
が
適
用
さ
れ
る
か
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
特
に
狭
く
「
利
息
収
入
」
と
訳
し
た
。
（
筆
者
）
H
o
s
k
i
n
g
:
 
ibid., 
p:224 
Ibid., 
p.223 
イ
ギ
リ
ス
私
的
退
職
年
金
制
度
の
租
税
特
典
に
つ
い
て
日
（
川
元
）
五
0
